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Abstract: 
Team Project Learning (TPL) is a subject within the curriculum of Department of Applied Computer 
Sciences, Shonan Institute of Technology and it forms an intrinsic part of the department’s four-year 
educational cycle. TPL is one of the leaders in collaborative, student-centered education, or active learning, a 
term used in current pedagogical parlance in Japan. Our department commenced TPL in 2001 and, therefore, 
has a sixteen-year proven track record. In this article, fourteen members of our faculty report on what TPL 
activities they have undertaken and what challenges have emerged. Finally, we discuss educational benefits, 
not only for students, but also the teaching faculty through TPL. 
 
















月，本学 5 番目の学科として設立された。理系と文 
系（という表現はよくないかもしれないが）の文理
融合型の学科として設立されたので文系の教員も配
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２.１ TPL の誕生 
2000 年に新学科設立のための WG が組織された。
メンバーは日高・鯉淵・ハフ・長澤・中野の 5 名で
あった。前述したように文理融合型の学科を目指し









































て行くということから，Team Project Learning と名











 2 年次：TPL2A，TPL2B 
  3 年次：TPL3A，TPL3B 
  
























































































かけた TPL を目指していこうと考えている。 
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[岡崎：TPL 歴 15 年] 
 TPL を始めた初期は，3DCG を意識して，MAYA
と連携して動作する 3DCG のプログラミングのプロ
ジェクトを考えて実施していた。しかし，その当時，























[有村：TPL 歴 12 年] 






























[高橋：TPL 歴 10 年] 
























[牧：TPL 歴 8 年] 































るような TPL にしていきたいと考えている。 
 
[斉藤：TPL 歴 5 年] 
斉藤 TPL では音・音声を題材にしたテーマを扱っ
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しずつ取り入れるようにしている。 
























[渡部：TPL 歴 5 年] 
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ないかと考えている。 
 
[湯浅：TPL 歴 4 年] 
初年度は，工学教育にグループ活動を取り入れた





























目より改善策の 1 つとして web の技術の発展系とし
てHTML5や jQuery等を多用してスマートフォンア
プリを開発する Apache Cordova を使って改善した。 





図 4 湯浅 TPL の飛行船型ラジコン 
市やふじさわ元気バザール実行委員会との産官学連
携で「ふじさわ元気バザールアプリ」を制作した。






























図 5 ドネリ TPL の活動風景 
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[2] We control AR.Drone flights! 
https://www.youtube.com/watch?v=0XEDhJaS-S8 
[3] A Submarine Story 
https://www.youtube.com/watch?v=3g3Qqn7_JHM 
[4] NI myRIO project: Guitar & Microphone 
Entertainment Experiment! 
https://www.youtube.com/watch?v=p3TiQ4bPk_U 
